
三田祥雲館高等学校 SDGs アンケート答え                       （  D８ ）

班 

問２．日本の人口が一億人をきるのは何年後でしょうか？ 

①約３０年後  ②約４０年後  ③約５０年後  ④約１００年後   

 

A.② 

    解説  ２０３０年は約１億１６６２万人でしたが、年々少なくなっていき、２０４８年には約 9913

万人にまで減り、少子高齢化が進むため、高齢者、子供が住みやすい街をつくることが大切だ

と考えられます。 

    出典  総務省「国勢調査」及び「人口」国立社会保障人口問題研究所『日本の将来推計人口：出生中

位、死亡中位推計』・厚生労働省「人口動態統計」 

        (URL) www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h24/html/nc112120.html 

問３． 現在日本では人口減少の原因として少子化が挙げられますが、現在、日本にいる待機児童はおよそ何

人いるでしょうか？ 厚生労働省によると、待機児童とは保育所等に入所申込が提出され、入所要件に

該当しているが、入所していない児童のことです。 

① 約５０００人   ② 約１００００人  ③ 約１５０００人   ④ 約２００００人 

 

A.④ 

   解説  ２０１６年は２３５５３人、２０１７年は２６０８１人、２０１８年は１９８９５人となって

おり、年々減ってきてはいますが、まだまだ保育園の数は足りていません。 

   出典 （２０１９年最新版）知っておきたい待機児童問題の現状～原因と対策～ 

              (URL) http://hoiku-shigoto-com/report/archives/16315/ 

問４． 三田市が行っている子供のための取り組みは次のうちどれでしょうか？ 

① ＳＵＮだっ子メール  ② さんだすこやかエクササイズ 

③ 子育て応援キッピーレンジャー ④ Let’s study with キッピー！ 

 

A.① 

   解説  SUN だっこメールは、「子供の成長に応じた子育てに役立つ情報」や「イベントの情報」を 

月に二、三回配信している、子育ての手助けをする三田市の取り組みの一つです。 

   出典  SUN だっこメール（子育て応援メール） 

(URL) www.city.sanda.ig.jp>kosodatemail 

問５．三田市にある一番多い公共施設は次のうちどれでしょうか？ 

① 教育系   ② 子育て支援系   ③ 社会教育系  ④ スポーツ、レクリエーション系  

 

A.② 

   解説   子育て支援が３９個、教育系が３０個、社会教育系が８個、スポーツ・レクリエーション系が

６個となっており、子育て支援が一番多くなっています。 

   出典   三田市公共施設白書 

        (URL) http://www.city.sanda.lg.jp/shitetsumanage/documents/sisetuhakusyo.pdf 

問６． 高齢者幸福度ランキング一位の県は次のうちどれでしょうか？(幸福度ランキングとは、人口増加率や

一人あたりの県民所得、平均寿命などの指標をポイント化したものです。) 

①福井県  ②兵庫県  ③新潟県  ④沖縄県 



A.① 

   解説  １位が福井県、２位が東京都、３位が長野県となっています。ちなみに兵庫県は３８位です。 

   出典  ２０１８年 ４７都道府県「幸福度」ランキング 

       (URL) https://asahi-ad.co.jp/images/column/201810/img01.b.pdf 

問７．高齢者長寿ランキング一位の県は次のうちどれでしょうか？ 

   a )男性 ①青森県 ②埼玉県 ③山梨県 ④愛知県 

   b )女性 ①愛知県 ②兵庫県 ③熊本県 ④香川県   

 

A. a)③ b)① 

   解説 男性は山梨県 73.21 歳、女性は愛知県 76.32 歳となっています。 

   出典 厚生労働省第１１回健康日本２１（第２次）推進専門委員会 資料１- 2 「健康寿命と延申と健康 

格差の縮小」よりウーマンズラボ作 

(URL)https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-Daijinkanboukouseikagakuka- 

Kouseikagakuka/0000166297_5.pdf 

問８． 今まであなたが困っている障がい者を見た時にどのような行動をとりましたか？（具体的に） 

   

障がい者の声として、「積極的に声をかけてほしい。」「しっかりと意見を聞いてほしい。」「おだやかな 

口調で接してほしい。」などの声が挙げられます。そのため、私たちは、相手の意思しっかりと理解し 

相手のことを思った対応をすることが大切になるでしょう。 

出典 障害のある人を理解し、配慮のある接し方をするためのガイドブック-名古屋市 

(URL)www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000006/6422/guidebook.pdf 
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